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四
月
八
日（
土
）九（
日
）両
日
午
前
八

時
三
十
分
〜
午
後
四
時
頃
ま
で
、
町

内
各
種
企
業
で
組
織
す
る
苫
前
町
総

合
技
能
士
会
（
会
長
松
田
弘
）
会
員

約
二
十
名
と
施
設
担
当
課
で
あ
る
社

会
教
育
課
職
員
に
廣
瀬
教
育
長
も
加

わ
り
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
床
タ
イ
ル

の
張
り
替
え
作
業
を
無
償
で
行
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
作
業
は
事
前
に
四
日

間
程
度
を
つ
い
や
し
、
社
会
教
育
課

職
員
が
床
タ
イ
ル
を
は
が
す
作
業
を

行
い
、
八
日
、
九
日
の
二
日
間
は
、

技
能
士
会
員
約
二
十
名
の
技
術
提
供

を
受
け
、
三
十
　
四
方
の
床
タ
イ
ル

約
四
千
五
百
枚
を
張
り
替
え
た
。
匠

の
技
に
よ
り
、
新
し
い
タ
イ
ル
が
張

ら
れ
た
床
は
「
ピ
カ
ピ
カ
」
に
光
輝

き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
工

事
発
注
す
る
と
、
六
十
万
円
程
度
の

技
術
料
（
人
件
費
）
が
必
要
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
匠
の
技
を
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
技
能
士
会
員
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
れ
た
籠
か
ら
、
海
水
を
浴
び
な
が

ら
も
作
業
員
が
即
座
に
直
径
三
・
二
　

ま
で
成
長
し
た
ホ
タ
テ
稚
貝
を
取

り
出
し
、ト
ラ
ッ
ク
便
で
搬
送
す
る
。

こ
の
ホ
タ
テ
稚
貝
（
地
ま
き
用
）

の
全
道
の
出
荷
数
は
、
昨
年
十
五
億

五
千
万
粒
あ
り
、
そ
の
う
ち
苫
前
町

は
九
　
に
あ
た
る
一
億
四
千
六
百
三

十
七
万
粒
（
留
萌
管
内
で
は
約
五
十

五
　
）
を
出
荷
し
て
い
る
。
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三
月
二
十
八
日
苫
前
漁
港
と
力
昼

漁
港
に
お
い
て
、
ホ
タ
テ
漁
業
十
五

事
業
者
（
苫
前
九
軒
、
力
昼
六
軒
）

が
漁
業
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ホ
タ
テ

稚
貝
の
出
荷
作
業
を
家
族
総
出
で
開

始
し
た
。

こ
の
稚
貝
出
荷
は
、
主
に
宗
谷
、

猿
払
、
浜
頓
別
、
枝
幸
、
雄
武
、
野

付
の
六
漁
協
へ
四
月
末
ま
で
に
、
一

億
六
四
〇
〇
万
粒
が
出
荷
さ
れ
る
。

今
年
の
ホ
タ
テ
稚
貝
の
価
格
は
、
昨

年
同
様
一
粒
三
円
十
五
銭
で
、
生
育

も
良
く
、
漁
業
関
係
者
は
ま
ず
ま
ず

と
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

こ
の
ホ
タ
テ
養
殖
に
お
け
る
稚
貝

は
、
昨
年
五
月
に
採
苗
さ
れ
、
七
月

と
九
月
に
分
散
作
業
を
行
い
、
一
冬

を
越
冬
し
た
も
の
。
生
き
た
ま
ま
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
な
ど
に
放
流
す
る
た

め
、
ク
レ
ー
ン
で
海
中
か
ら
水
揚
げ

ホ
タ
テ
稚
貝
の
出
荷
始
ま
る

セ
ン
チ

セ
ン
チ

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト三

月
三
十
一
日
役
場
教
育
長
室
に

お
い
て
苫
前
町
第
六
次
社
会
教
育
中

期
振
興
計
画
が
、
同
策
定
委
員
会
の

池
田
民
治
委
員
長
か
ら
岡
田
裕
幹
教

育
委
員
長
へ
答
申
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は
、
昨
年
七
月
か
ら
社

会
教
育
委
員
並
び
に
体
育
指
導
委
員
、

社
会
教
育
団
体
な
ど
の
委
員
十
四
名

が
策
定
作
業
に
参
加
し
、
住
民
の
立

場
や
行
政
の
立
場
か
ら
「
理
想
の
共

有
」、「
現
実
の
把
握
」、「
課
題
の
抽
出
」、

「
方
針
の
決
定
」
を
行
い
、
委
員
全
員

の
合
意
の
も
と
策
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
計
画
内
容
は
、「
絵
に

描
い
た
餅
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
今
後

の
社
会
教
育
委
員
会
議
や
体
育
指
導

委
員
会
議
で
実
施
状
況
を
評
価
し
、

三
年
後
に
は
中
間
見
直
し
を
行
い
、

次
回
の
中
期
振
興
計
画
に
活
か
す
も

の
と
し
て
い
る
。

答
申
の
提
出
に
当
っ
て
池
田
策
定

委
員
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
行
政
提
案

型
の
計
画
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
策

定
委
員
の
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
る
形

に
な
っ
て
お
り
、
委
員
総
意
の
計
画

と
な
り
ま
し
た
」
と
策
定
経
緯
と
と

も
に
、
計
画
書
を
提
出
。
答
申
を
受

け
た
岡
田
教
育
委
員
長
か
ら
は
「
高

齢
化
社
会
に
向
け
、
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

で
あ
り
、
少
子
化
と
と
も
に
社
会
教

育
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
努
力
し
ま

す
」
と
計
画
策
定
に
労
い
の
言
葉
を

贈
っ
た
。

こ
の
ほ
ど
苫
前
町
商
工
会
苫
前
商

業
部
会
（
会
長
五
十
嵐
勉
）
が
「
と

ま
ま
え
マ
ッ
プ
付
き
包
装
紙
」
を
（
Ｂ

２
版
）
を
一
万
枚
完
成
さ
せ
た
。
当

町
を
訪
れ
た
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
に
よ
く
道
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

こ
の
包
装
紙
は
苫
前
町
内
の
各
商

店
や
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
、
公
共
施

設
な
ど
「
苫
前
市
街
地
編
」
と
「
古

丹
別
市
街
地
編
」
に
わ
け
、
ひ
と
目

で
、
何
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
見
や
す

い
よ
う
に
カ
ラ
ー
版
で
作
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
「
第
三
作
目
」

で
、
第
一
作
目
は
、
買
い
物
袋
、
第

二
作
目
は
、
お
み
や
げ
袋
で
あ
っ
た
。

第
三
作
目
の
マ
ッ
プ
付
き
包
装
紙

一
万
枚
は
、
マ
ッ
プ
上
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
、
す
べ
て
の
商
店
な
ど
に
今

後
配
布
さ
れ
、
町
内
の
方
々
や
観
光

客
の
お
み
や
げ
用
包
装
紙
な
ど
に
活

用
す
る
ほ
か
、
壁
に
貼
り
「
町
内
地

図
」
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

苫
前
町
商
工
会
苫
前
商
業
部
会

第
６
次
社
会
教
育

中
期
振
興
計
画
答
申

と
ま
ま
え
マ
ッ
プ
付

包
装
紙
を
作
成
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苫
前
町
農
協
（
大
矢
根
成
孝
組
合

長
）
の
総
会
が
四
月
十
八
日
、
町
公

民
館
で
開
か
れ
、
代
理
人
と
書
面
出

席
を
含
む
四
百
十
八
人
が
出
席
。
平

成
十
七
年
度
事
業
報
告
と
平
成
十
八

年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
た
。
本

年
度
の
販
売
事
業
計
画
は
、
前
年
度

実
績
対
比
九
十
九
、
一
　
の
二
十
四

億
二
千
八
百
万
円
を
見
込
ん
だ
。
大

矢
根
組
合
長
は
、
挨
拶
の
中
で
、「
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
農
業
交

渉
が
ど
う
な
る
か
不
安
材
料
が
あ
る

中
で
も
、
最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と

が
大
事
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。

平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
な
ど
承

認
さ
れ
た
後
、
本
年
度
の
事
業
計
画

を
原
案
通
り
に
可
決
し
た
。

４月２１日、午後３時より苫前町観光協会（会長　藤田憲
二）総会が開催され、平成１８年度事業では、宿泊体験事業
受け入れの継続強化などが承認された。
昨年度は、音威子府中学校１３名がふわっとに宿泊し、魚
の網外し体験や風車について学習している。また、札幌大通
公園で９月に行われるリンケージアップ2006では、とまま
えの味を広くＰＲするほか、ステージ部門に、くま獅子少年
団も出演する予定である。

生涯学習社会の基盤整備（開かれた学校）の
方策と学習成果を地域に活用して（地域の活性
化）地域の人材や教職員の専門性を生かし、よ
り効果的な学習活動の推進を図ることを目的に
平成８年度から始まった「学社融合事業」が、
10年目を迎えた。
本年度の最初の事業は、４月24日に、「種籾
まき体験」が古丹別小学校、苫前小学校の５学
年を対象に行われた。講師は花井秀昭さん（岩
見）と農協職員で、農協青年部事務局の山田さ
んが熱心に指導していた。
この農業体験事業は、年間を通して行われ、
５月には、「田植え」７月には、「生育調査」９
月には、「稲刈り」体験を行い、10月には、１
年間学習した体験事業等を通した発表会を行う
予定である。
この他にも、酪農体験や森林教室、地引網体
験、環境学習、陶芸体験など数多くの事業が計
画されている。

パ
ー
セ
ン
ト

苫前小学校５年生：４月２１日種籾の様子

本年度の学社融合事業スタート 苫
前
町
農
協
第
五
十
八
回
通
常
総
会
終
え
る

苫前町観光協会が本年度事業など決める苫前町観光協会が本年度事業など決める
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着任教員･事務職員の紹介

苫　前　小　学　校

中井　清（58歳）
校　長
前任校
天塩小学校

＜抱　負＞
本校、三度目の赴

任となりました。「地域と共に歩む
学校」を目指し、地域・家庭との
連携を大切にした、信頼される学
校づくりに努力します。

津谷志子（27歳）
教　諭
新規採用

＜抱　負＞
苫前町の子どもた

ちのために精一杯がんばります。
どうぞよろしくお願いいたします。

三浦文子（49歳）
初任者研修講師
前任校
羽幌小学校

＜抱　負＞
初任者の研修時の

後指導として、苫小の子供達と供
に学び供に遊び、元気な子供達に
負けずに精一杯がんばりたいと思
います。

高橋　理（26歳）
教　諭
新規採用

＜抱　負＞
苫前町に来て、風

の強さにビックリしました。私自
身も子ども達にとって強く、そし
て暖かい風になりたいと思います。

秋山よしえ（36歳）
教　諭
前任校
有明小学校

＜抱　負＞
子どもたちの素直

さ礼儀正しさにとても感動してい
ます。早くこの地に慣れ、精一杯
がんばりますので、どうぞよろし
くお願いします。

金子幸希（23歳）
教　諭
前任校
稚内潮見が丘小学校

＜抱　負＞
子どもたちと供に

学びあい精一杯頑張っていきたい
と思います。よろしくお願い致し
ます。

太田　徹（51歳）
教　諭
前任校
羽幌中学校

＜抱　負＞
苫前町での勤務は

初めてですが、「かしこく」「やさ
しく」「たくましい」子供たちにな
るよう、精一杯努力していきたい
と思います。

野田敬子（22歳）
非常勤実習助手

＜抱　負＞
生徒の学校生活を

充実したものにするために努力し
ていきたいと思います。いつでも
明るく、元気に頑張っていきます。

村木優公（35歳）
教　諭
前任校
羽幌中学校

＜抱　負＞
二度目の苫前町で

の勤務となりますが、新たな気持
ちで頑張ります。よろしくお願い
致します。

澤村由起子（34歳）
臨時事務生

＜抱　負＞
一日も早く慣れて、

微力ながらも、お役に立てるよう
頑張りたいです。

佐藤　誠（25歳）
教　諭
前任校
宮城県宮城野高等学校

＜抱　負＞
たくさんの自然の

中で、子どもたちが伸び伸びと成
長できるように精一杯がんばりま
す。よろしくお願いします。

苫　前　中　学　校

古　丹　別　中　学　校

着任教員･事務職員の紹介
この春、北海道教育委員会の４月１日付け人事異動により、
町内小中高校に新しく着任されました教員・事務職員の皆
様を紹介いたします。

道 立 苫 前 商 業 高 等 学 校

小�　忍（32歳）
教　諭
前任校
本郷小学校

＜抱　負＞
新しい土地で、た

くさんの出会いがある春になりま
した。苫小の子供たちと楽しく生
活ができるよう、精一杯頑張りた
いと思います。

山崎マミ子（63歳）
初任者研修講師

＜抱　負＞
鹿の親子に出逢っ

たり、ガンや白鳥の美しさに感動
し、通勤しています。子供とのふ
れ合いを大切に精一杯頑張ります。
宜しくお願いします。
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入園（所）・入学 おめでとう！ 入園（所）・入学 おめでとう！ 入園（所）・入学 おめでとう！ 
保育園（所）・小学校・中学校・
高校で先月「夢と希望」と「ち
ょっぴりの不安」をのせて、
新生活がスタートした。 

種田朋子（39歳）
養護教諭
前任校
本郷中学校

＜抱　負＞
苫前町は二度目の勤務です。

力昼小学校に勤務していたことがあり、地域や
色々な事がなつかしいです。子ども達と早く仲
良くなって楽しく過ごしていければと思ってい
ます。頑張りますのでよろしくお願い致します。

永沼慧久男（46歳）
教　頭
前任校
三泊小学校

＜抱　負＞
久しぶりに人が大

勢いる学校で活気を感じます。
103名の児童の教育に理想や目標
を掲げ、力を尽くしていきたいと
思います。

古　丹　別　小　学　校

福澤真弓（24歳）
保健師

＜抱　負＞
３月に卒業したば

かりの新人ですが、皆様のお役に
立てるように、精一杯頑張ります。

簗瀬友香（34歳）
保健師

＜抱　負＞
明るく、楽しく、

元気で頼れる保健師目指して頑張
ります。皆さん気軽に声をかけて
下さい。

5月5日のこどもの日にむけて、鯉のぼり
が260匹、お客様を出迎えていた

苫　前　町　役　場　保　健　師

近藤　卓（49歳）
北海道旭川方面羽幌警察署力昼駐在所
（前任地：旭川中央署）

＜抱　負＞
地域から事件事故
が発生しないよう
地域を守ります。
＜趣　味＞
釣り、ゴルフ

力　昼　駐　在　所

とままえ温泉ふわっと

古丹別保育所（4月3日）

苫前小学校（4月6日） 古丹別小学校（4月6日） 苫前保育園（4月3日）

苫前商業高等学校（4月10日） 苫前中学校（4月6日） 古丹別中学校（4月6日）
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山
火
事
出
す
な

絶
対
出
す
な

苫
前
町
林
野
火
災
予
消
防
対
策
協

議
会
（
本
部
長
　
森
利
男
町
長
）
会

議
が
四
月
十
九
日
、
役
場
大
会
議
室

で
開
か
れ
た
。

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
火
災
の
多
発
シ
ー
ズ
ン
で
も

あ
る
。
ま
た
、
山
菜
採
り
な
ど
の
入

林
者
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
対
策
協

議
会
は
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
に

よ
る
不
始
末
か
ら
、
森
林
資
源
を
守

ろ
う
と
関
係
者
ら
約
五
十
名
が
参
加

し
て
伝
達
系
統
、
協
力
体
制
な
ど
を

確
認
し
た
。
森
町
長
は
、「
森
林
火
災

の
原
因
は
タ
バ
コ
、
ゴ
ミ
焼
き
が
四

十
　
を
占
め
て
い
る
。
ま
ず
火
を
出

さ
な
い
対
策
が
必
要
だ
。
近
年
、
当

町
で
は
林
野
火
災
が
発
生
し
て
い
な

い
。
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
、
無
火
災
に
む
け

て
、
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
こ

う
」
と
林
野
火
災
防
止
へ
の
協
力
を

求
め
た
。

古
丹
別
支
署
・
苫
前
支
署
、
そ
れ
ぞ
れ
で
、「
春
の
火
災
予
防

運
動
（
四
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
）」
が
行
わ
れ
た
。

四
月
二
十
日
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
、
古
丹
別
支
署
で
は
、
防

火
パ
レ
ー
ド
を
古
丹
別
保
育
所
幼
児
三
十
四
名
や
保
育
士
、
農
協

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
危
険
物
安
全
協
会
会
員
八
事
業
所
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
め
ま
し
ょ
う
」
な
ど
幼

児
の
か
わ
い
い
声
を
ま
ち
な
か
に
響
か
せ
な
が
ら
、
古
丹
別
市
街

を
パ
レ
ー
ド
行
進
し
た
。

ま
た
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
は
、
農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（
会
長
鴨
田
幸
子
）
八
名
が
警
察
官
二
名
の
協
力
を
得
て
、
古
丹

別
支
署
前
に
て
、
通
行
車
両
や
通
行
人
に
、
火
災
予
防
啓
発
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
布
し
な
が
ら
、
交
通
安
全
と
火
災
予
防
を
笑
顔

で
呼
び
か
け
た
。

一
方
、
苫
前
支
署
で
も
同
日
午
前
十
時
よ
り
苫
前
市
街
か
ら
力

昼
ま
で
消
防
車
両
と
危
険
物
安
全
協
会
会
員
車
両
に
て
火
災
予
防

啓
発
の
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た
。

古丹別市街地をパレード行進した
古丹別保育所の子どもたち

苫前市街地でも危険物安全協会会員
車両などが火災予防の啓発を行った

古丹別支署前に整列した参加者の皆さん

林野火災防止について、あいさつする森町長

古丹別支署前で通行車両に啓発活動を行う
農協婦人防火クラブ会員

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�６４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�６５-４１１９

春の全道火災予防運動「防火パレード」実施春の全道火災予防運動「防火パレード」実施

パ
ー
セ
ン
ト
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ
公民館図書室からのお知らせ
◆本を利用してやってみよう

「本を利用してやってみよう」は図書室サポーター企画として小学生を対象に工作や料理教室を開催し、
経験を通して本の楽しさや活用方法を伝えることを目的として開催しています。

◆本とあそぼう
「本とあそぼう」も図書室サポーターが企画・主体となって乳幼児とその保護者を対象に乳幼児期から
の読書普及活動を推進するため、図書室がない苫前地区の福祉センターを会場に午前10時から下記の内容
と絵本の読み聞かせや手遊びなどとあわせて行われています。

開　催　日

開　催　日

開　催　場　所 内　　　　　容
５／２５（木）
５／２６（金）
７／２７（木）
７／２８（金）
１０／２８（土）
１１／　２（木）
１２／２６（火）
１２／２８（木）
２／２２（木）
２／２３（金）

４／１９（水）
５／１７（水）
６／２１（水）
７／１９（水）
８／３０（水）
９／２０（水）
１０／１８（水）
１１／２２（水）
１２／１３（水）
１／１７（水）
２／１４（水）
３／　７（水）

内　　　　　容
ぶんぶん回し
ぱくぱく人形
シャボン玉
シャボン玉
シャボン玉
マジックパイプ
ころころモンキー
しゃくとりむし
クッキーデコレーション
とびだすピエロ
とんとんずもう
とりのヨーヨー

備　　　考

雨天時は工作
雨天時は工作
雨天時は工作

苫前町公民館
福祉センター
苫前町公民館
福祉センター
苫前町公民館
福祉センター
苫前町公民館
福祉センター
苫前町公民館
福祉センター

チラシビーズでキーホルダー

ビー玉万華鏡

アウトドアクッキング

わかったさんのクレープ

スノーキャンドル

フラワースマイル事業
フラワースマイル事業とは、小さな子どもから、おとうさん、おかあさん、おじいちゃん、おばあちゃん
の３世代が協力しあい、花を植えて苫前の町を花できれいにする事業です。
みなさんの参加をお待ちしています。

※消防演習のため、5月26日（金）17：00 ～ 28日（日）13：00まで、公民館駐車場は利用できません。

日　　時　　５月２７日（土）午前１０時から
場　　所　　苫前地区：郷土資料館　　古丹別地区：苫前町公民館
内　　容　　苫前地区：古代ロマンロード（苫前小学校前及び郷土資料館付近）

のプランターと花壇への花植
古丹別地区：古丹別西２条線（歯科診療所から公民館まで）の花壇

への花植



Dr.小野の処方せん 
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今
月
の
担
当
は
福
澤
保
健
師
で
す
。 
『
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
健
診
受
け
て
い
ま
す
か

』 
健　　康 
ばんざい 

で
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
最
大
原
因
と
思

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
半
数
以

上
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）

に
よ
る
も
の
で

す
。「

沈
黙
の
臓

器
・
肝
臓
」
感

染
し
て
も
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状

が
な
い
！

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
る
と

肝
臓
で
増
え
、
肝
臓
に
炎
症
が
起
こ

今
月
は
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が

肝
臓
病
の
大
き
な

要
因
に
？
」

日
本
に
お
い
て
肝
硬
変
、
肝
臓
が

ん
な
ど
、
肝
臓
病
で
死
亡
す
る
人
は
、

年
間
約
四
〜
五
万
人
と
推
定
さ
れ
、

近
年
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
肝

臓
の
病
気
と
い
う
と
、
ひ
と
昔
前
ま

り
「
だ
る
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
お

腹
が
は
る
」
な
ど
の
風
邪
に
似
た
症

状
が
お
こ
り
ま
す
。
こ
れ
に
引
き
続

き
、
黄
疸
（
眼
球
の
白
い
部
分
や
皮

膚
が
黄
色
く
な
る
な
ど
）
が
お
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
や
Ｃ
型
肝
炎
は
、
症
状

が
軽
か
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
出
な
い

場
合
が
あ
る
の
で
感
染
に
気
づ
か
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、

肝
臓
の
異
常
を
早
期
に
見
つ
け
る
た

め
に
ぜ
ひ
受
け
て
ほ
し
い
の
が
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
で
す
。

★
今
年
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

最
終
年
度
で
す
。

平
成
十
八
年
四
月
二
日
〜
平
成
十

九
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
四
十
・

四
十
五
・
五
十
・
五
十
五
・
六
十
・

六
十
五
・
七
十
歳
に
な
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
総
合
健
診
日
と
あ
わ

せ
て
実
施
し
ま
す
。

「
総
合
健
診
の
日
程
の
お
知
ら
せ
」

平
成
十
八
年
八
月
三
十
一
日
〜
九

月
三
日
と
平
成
十
九
年
二
月
六
日
〜

二
月
七
日
に
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
総
合

健
診
に
受
診
し
て
下
さ
い
！
な
お
、

受
診
場
所
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
回

覧
等
で
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

睡眠のリズムをコントロールしているのは、脳の
視床下部にある体内時計です。体内時計から信号を
受けて、脳幹から大脳皮質に眠りや覚醒を刺激する
信号が出されます。一夜の睡眠の間に各睡眠段階が
約90分の周期で繰り返され、全睡眠中に4～6回の
睡眠周期があらわれます。一般に深い睡眠（ノンレ
ム睡眠）は、睡眠前半に多く、レム睡眠（夢をみる
浅睡眠）は、後半に多いです。生活習慣で大切な事
は、①日中適度な運動をする。②太陽光にあたる。
③昼寝は午後3時までに30分位までとする。④起床
時刻を一定にする。⑤就寝直前の入浴は、ぬるめの
お湯で、⑥就寝前は酒、タバコ、カフェイン飲料
（コーヒー、紅茶など）を控える。⑦暗く静かに快
適な温度・湿度にする。睡眠薬は半減期の長さから
超単時間型（ハルシオン、アモバン、マイスリーな
ど）短時間型（レンドルミン、デパスなど）中間型
（サイレース、コーロジンなど）長時間型（ダルメ
ート、ドラールなど）に分類され使い分けられる。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

チャレンジデー2006チャレンジデー2006
5月31日（水）対戦決定！

岡山県新庄村
しんじょうそん

VS苫前町
スペシャルチャレンジVS 岩手県葛巻町

子どもから高齢者まで、すべての住民

が参加できる環境と、健康づくりにチ

ャレンジするきっかけの日にしよう！

○参加対象　苫前町内にいる全ての人
（町外の通勤者、観光客も対象となります。）

○実施種目　15分以上継続して体を動かしていれば、
スポーツの種目は問いません。

○実施場所　苫前町内であればどこでもＯＫ！
○参加者の中から抽選でふわっとギフト券が当る！

（1,103人） （4,122人）

チャレンジデーとは？
５月の最終水曜日の午前０時から午後９時までの間、15
分間以上の運動を行った人の参加率を競い合う住民参加
型スポーツイベントです。参加率とは以下のとおりです。
参加者人数÷人口（平成18年２月１日現在の人）

岡山県新庄村

岡山県の最北部、鳥取県の県界に
ある小さな村です。「健康で元気
なまちづくり」を目標にした村で
す。初参加。

スペシャルチャレ
ンジとして、昨年
同様に岩手県葛巻
町とも対戦します。

～テーマ～
「元気宣言 わたしたちのまち とままえ！」

～目　標～
－苫前町健康づくり大作戦－

「まちの力をひとつに、めざせ100％」

睡眠について



広報とままえ　５月号　9頁

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
３
ヶ
月
前
に
会
社
を
退
職
し
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ
　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
は
、
届

け
た
日
で
は
な
く
、
国
保
の
資
格

が
で
き
た
日
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
会
社
を
退
職
し
た
３
ヶ

月
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
期
間
は
保
険
証
が
な
い

の
で
、
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。
国
保
の
届
け
出
は

必
ず
十
四
日
以
内
に
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
他
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
と
き
や
転
出
す
る
と

き
、
加
入
者
に
子
供
が
生
ま
れ
た

と
き
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
と
き
な
ど
も
、
必
ず
十
四
日

以
内
に
国
保
へ
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
就
職
し
て
会
社
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
の
で
す
が
、
国
民
健
康

保
険
は
自
動
的
に
抹
消
さ
れ
ま
す

か
。

Ａ
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
就
職
し
て
勤
務
先
の
社

会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
は
、

そ
の
勤
務
先
か
ら
国
保
に
連
絡
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
十
四
日

以
内
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

保
険
税
が
か
か
っ
た
ま
ま
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
資
格
の
き
れ
た
国
保
の

保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
、
国
保

で
負
担
し
た
医
療
費
を
後
で
返
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
、
国
保
の
保
険
証
と
勤
務
先

の
保
険
証
を
持
参
し
、
国
保
の
脱

退
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き
、
他
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
と
き
や
、
他
の
市
町
村

へ
転
出
す
る
と
き
な
ど
も
、
必
ず

十
四
日
以
内
に
国
保
へ
届
出
を
し

て
下
さ
い
。

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
町
民
課
し
あ
わ
せ
係
（
下
記

の
電
話
番
号
ま
た
は
窓
口
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・在宅サービス：ヘルパー、デイサービス、訪問看護等
（要支援以上に認定された方が対象）

・施設サービス：特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養型医療施設
（要介護１以上に認定された方が対象）

介護保険で利用できるサービス（在宅・施設サービス）

お問い合わせ
苫前町役場町民課しあわせ係

0164-64-2215
（内線273）まで

「介護保険サービスの利用の仕組み」

介護保険サービス（在宅サービス、
施設サービス等）を利用するために
は、役場町民課しあわせ係または古
丹別支所窓口に申請書を提出し、要
介護認定を行う必要があります。
※対象者：65歳以上のすべての方、
40～64歳の方の場合は老化に起
因する特定疾患により介護が必要
になった方

本人または家族（ケアマネジャー、介護保険施設の代行可）
必要なもの：介護保険被保険者証、要介護認定申請書

介護認定審査会の判定にもとづき町が要介護状態区分
（要支援・要介護１～５）を認定し、認定結果通知書と
認定結果が記載された保険証を送付します。

町の調査員が訪問し、心身の状況や日常生活動作など
チェック
訪問調査の結果及び、かかりつけの主治医の意見書をも
とに１次判定並びに２次判定を実施して要介護度を
決定します。

申　　請

訪問調査

審査判定

要介護認定
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先
月
二
十
日
、
総
会
（
会
長
大

矢
根
マ
サ
子
）
が
行
わ
れ
、
会
員

の
増
加
を
ね
ら
い
と
し
て
、
本
年

度
は
、「
食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
」
を
、
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

こ
の
講
座
は
、
平
成
十
三
年
度

以
来
の
開
催
と
な
る
。
協
議
会
と

し
て
は
、
多
く
の
受
講
生
を
期
待

し
て
い
る
。

日
程
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後

日
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す

苫
前
町
食
生
活
改
善
協
議
会

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料

の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
っ
て

在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な

っ
て
い
る
と
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
が
承

認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年
金
の
受
給

資
格
条
件
に
含
ま
れ
ま
す
。
学
生
で

町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
に
は
基

礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類

（
年
金
手
帳
な
ど
）
と
学
生
証
（
ま

た
は
在
学
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前
年

の
所
得
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
年
所

得
の
確
認
等
、
審
査
に
時
間
を
要
す

る
た
め
決
定
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
に
関
す
る
お
知
ら
せ

文
書
（
催
告
状
等
）
が
送
付
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
、
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
な
ど
、
こ
の

制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
民
課
住
民
係
又
は
留
萌
社
会

保
険
事
務
所
国
民
年
金
業
務
課
（
電

話
〇
一
六
四
〜
四
三
〜
七
二
一
二
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【開設する日時及び場所】
6月1日（木）
・午前10時～正午：苫前町公民館
・午後1時～午後3時：苫前町福祉センター

人権問題や心配ごとに関する相談所を上
記のとおり開設します。
家庭内の問題（結婚・離婚・扶養・相続
など）子どもの問題（いじめ・体罰・登校
拒否など）他人とのもめごと（売買・金銭
貸借・土地の境界・騒音など）
偏見や差別など、日頃からお困りやお悩み
なことがありましたら、この機会にお気軽
にご相談ください。

◎相談にあたる人権擁護委員
竹　橋　隆　至

あ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に
含
ま
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
将
来
の
年
金

を
減
ら
さ
な
い
よ
う
、
承
認
を
受
け

て
か
ら
十
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を

納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
承
認

を
受
け
て
か
ら
三
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に

一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。）

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
、
短
期
大

学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、
専
修
学

校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
学
校
（
一
年

以
上
の
就
学
課
程
に
限
る)

に
在
学

す
る
二
十
歳
以
上
の
学
生
で
す
。

ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課

程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
学
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
、
住
民
登
録
し
て
い
る
市
区

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

特設人権心配ごと相談所
開設のお知らせ

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請

手
続
き
を
さ
れ
た
皆
様
へ

留萌人権擁護委員協議会・苫前町

防犯協会と警察は、自治体や地域の皆さ
んと協働して、犯罪や事故等による被害を
未然に防止し、安全で安心して暮らせる地
域社会をつくるために「春の地域安全運動」
を行います。

【運動期間】

５月11日から５月20日
【運動スローガン】
「みんなで つくろう 安心安全のまち」

運動期間中、各地域では、空き巣等の侵
入犯罪やひったくり等の街頭犯罪を未然に
防止するための防犯診断や防犯講話、高齢
者や女性、子どもを犯罪から守るための防
犯教室や参加実践型の防犯訓練等の様々な
活動を予定しており、多くの皆様が参加さ
れますよう呼びかけております。

羽 幌 警 察 署

【受験資格】
【受験資格】
【第１次試験】

昭和61年4月2日から平成元年4月1日生まれの者
6月20日（火）～6月27日（火）
9月3日（日）教養試験・適正試験・作文試験
～合格発表　10月5日（木）

受験申込先：〒060－0042 
札幌市中央区大通西12丁目人事院北海道事務局
℡０１１－２４１－１２４８

詳細については　留萌税務署　総務課　℡0164－42－0661

春の地域安全運動
みんなでつくろう 安心・安全の街

税　務　職　員　募　集
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戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

江
副
　
信
子
（
87
歳
）
３
月
18
日

苫
　
前

横
内
　
フ
ヨ
（
99
歳
）
３
月
18
日

旭
　
　

村
上
　
ア
キ
（
90
歳
）
４
月
３
日

旭

布
市
　
誠
二
（
73
歳
）
４
月
６
日

旭

成
田
　
武
雄
（
72
歳
）
４
月
７
日

苫
　
前

辻
　
サ
ダ
ヱ
（
78
歳
）
４
月
12
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

吉
川
　
唯
華

ゆ
い
か

秀
洋
／
淳
子
３
月
26
日
長
　
島

長女

小
　
森
　
輝
　
幸
（

旭
　
）
能
　
戸
　
詠
　
美
（
古
丹
別
）

栗
　
林
　
優
　
樹
（
苫
　
前
）
高
　
源
　
郁
　
子
（
羽
幌
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

近
年
、
経
済
社
会
の
国
際
化
の
進

展
に
伴
い
、
我
が
国
に
入
国
・
在
留

す
る
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

我
が
国
の
労
働
市
場
に
及
ぼ
す
影
響

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
は
毎
年
六
月
を

「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

と
定
め
、
各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
国
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
外
国
人
労
働
者
の
適

正
な
就
労
の
促
進
と
不
法
就
の
防
止

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
又
は
、
北
海
道
労
働

局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
（
〇
一

一
―
七
〇
九
―
二
三
一
一
内
線
三
六

八
三
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
や
人

命
・
財
産
の
保
護
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

不
法
無
線
局
が
重
要
無
線
通
信
や
テ

レ
ビ
放
送
に
妨
害
を
与
え
る
な
ど
社

会
的
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
六
月
一

日
か
ら
十
日
ま
で
を
『
電
波
利
用
保

護
旬
間
』
と
定
め
、
電
波
利
用
環
境

保
護
の
大
切
さ
訴
え
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る
電
波
ル
ー
ル
を

守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

電
波
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

北
海
道
総
合
通
信
局
（
札
幌
市
北
区

北
８
西
２
札
幌
第
一
合
同
庁
舎
）

◇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
除
く
）

☆
不
法
無
線
局
・
混
信
・
妨
害

〇
一
一
―
七
三
七
―
〇
〇
九
九

☆
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

〇
一
一
―
七
三
七
―
〇
〇
三
三

☆
そ
の
他
行
政
相
談

〇
一
一
―
七
〇
九
―
三
五
五
〇

６
月
は

外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間

電
波
利
用
保
護
旬
間

６
月
１
日
か
ら
10
日

空
き
家
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

町
で
は
町
内
へ
の
移
住
受
け
入
れ

を
促
進
す
る
た
め
に
、
町
内
で
現
在

使
用
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
等
の
情
報

を
収
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
が
所

有
し
て
い
る
物
件
で
、賃
貸
ま
た
は
、

売
買
し
て
も
良
い
物
件
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先
　

役
場
企
画
振
興
課
ま
ち
お
こ
し
係

電
話
六
四
―
二
二
一
二

平成18年度調理師試験受付
◇試験期日 ８月24日（木）13:30～
◇試験場所 滝川市・稚内市
◇願書受付 留萌保険福祉事務所　保健福祉部
◇受付期間 ５月２９日（月）～６月２日（金）
◇受験資格

義務教育を受けた者で、多数人に対し飲食物を提供す
る学校・病院等の施設又は、食品衛生法施行令第５条第
１号の飲食店営業、第１１号の魚介類販売業、第２８号
の惣菜製造業において、平成１８年６月２日までに２年
以上の調理の業務に従事した者

◇提出書類　①調理師試験受験願書　　　　　１部
②調理師試験受験者整理カード　１部

◇手 数 料　6,700円に相当する額面の北海道収入証紙を所
定の箇所に貼り、印章または署名により消印す
ること

◇問合せ先　　留萌保険福祉事務所保健福祉部
子ども・保健推進課保健予防係
住所：留萌市住之江町２丁目１－２
場所：0164－42－8326

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
橋
　
場
　
榮
　
子
　
様

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
濱
　
本
　
哲
　
也
　
様

○
三
　
豊
　
福
　
士
　
達
　
夫
　
様

○
苫
　
前
　
成
　
田
　
喜
美
子
　
様

各
町
内
会
・
団
体
等
へ
の
寄
付

（
港
町
内
会
へ
）

○
三
　
豊
　
福
　
士
　
達
　
夫
　
様

（
栄
浜
町
内
会
へ
）

○
栄
　
浜
　
今
　
野
　
栄
　
子
　
様

（
町
遺
族
会
へ
・
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
松
　
原
　
和
　
子
　
様

（
旭
親
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
　
旭
　
　
三
　
住
　
忠
　
孝
　
様

古
丹
別
婦
人
会
か
ら
の
寄
贈

○
町
公
民
館
へ
（
雑
巾
二
十
枚
・
布

巾
十
枚
）

○
古
丹
別
中
学
校
へ
（
雑
巾
五
十
枚
）

○
古
丹
別
小
学
校
へ
（
雑
巾
六
十
枚
）

○
古
丹
別
保
育
所
へ
（
雑
巾
二
十
枚
）

苫
前
婦
人
会
か
ら
の
寄
贈

○
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
（
雑
巾
三
十

四
枚
・
台
布
巾
六
枚
・
布
巾
三
十
八

枚
）

○
苫
前
保
育
園
へ
（
雑
巾
三
十
六
枚
）

○
苫
前
小
学
校
へ
（
雑
巾
三
十
枚
）

○
苫
前
中
学
校
へ
（
雑
巾
三
十
枚
）

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

北海道総合通信局ホームページ
http://www.hokkaido-bt.go.jp/

５
月
町税の
納期

今月は、
固定資産税
の納入月です。

納期内納入に
ご協力願います。



町
内
の
方
よ
り
「
白
鳥
」
が
い
る

と
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
四
月

七
日
午
後
四
時
三
十
分
頃
、
香
川
三

線
と
四
線
の
間
の
水
田
【（
有
）
真
軌

道
】
に
白
鳥
が
五
羽
飛
来
し
て
い
た
。

後
で
調
べ
た
が
、
特
徴
か
ら
（
身
長

約
一
・
二
　
・
翼
長
約
二
　
・
く
ち

ば
し
は
黒
い
部
分
が
多
い
）「
コ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
」
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

五
羽
い
た
こ
と
か
ら
家
族
で
水
田
に

飛
来
し
、
残
雪
の
中
に
、
昨
年
刈
り

残
っ
た
「
も
み
が
ら
」
の
よ
う
な
も

の
を
食
べ
て
い
た
。
観
察
か
ら
約
三

十
分
後
に
水
田
を
飛
び
立
ち
、
香
川

地
区
か
ら
長
島
地
区
を
旋
回
し
な
が

ら
、
何
度
か
水
田
に
降
り
立
ち
、
餌

を
食
べ
て
い
た
。

飛
ぶ
と
き
は
、
ふ
つ
う
、
最
初
に

父
親
、
次
に
子
供
、
最
後
に
母
親
が

飛
び
立
つ
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
人

間
」
も
「
白
鳥
」
も
子
ど
も
を
守
る

「
親
」
の
姿
勢
は
同
じ
だ
と
思
い
、

感
動
し
ま
し
た
。
白
鳥
が
北
へ
向
か

い
、
５
月
号
が
皆
様
に
届
く
頃
、
緑

ヶ
丘
公
園
に
も
桜
が
咲
く
で
し
ょ

う
。
今
月
号
よ
り
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
泉
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編

集

雑

記

帳

古丹別中学校生徒の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

ポスター
３年

辻　亜梨沙さん

白　鳥

ポスター
３年

丹羽　正士くん

ポスター
３年

向野　信哉くん

ポスター
３年

大西　一雅くん

ポスター
３年

瀬波えりかさん

ポスター
３年

大橋恵里奈さん

風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年 売電実績
18,614,088円

（昨年実績 17,763,870円）
平成18年３月分の実績

・供給電力量　489,890kWh 
6,149,894円

（昨年実績　7,390,853円）

香川の水田に飛来したコハクチョウ

エサを食べ、飛び立ったコハクチョウ

発生件数 ４件
死 者 数　　０人
負傷者数 ５人

交通事故死ゼロ日数は

３月31日現在で698日

苫前町の交通事故情報
平成18年３月末現在

広報とままえ　５月号 12頁
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